
工事名称　沖縄科学技術大学院大学基幹環境整備(熱源設備用電気設備増設)工事
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本工事建物に精通しており、当該現場での施工において効率的な作業が見込めるため、
安価になっており、無理のない金額で積算している。

低入札価格調査に係るヒアリング議事録

調査対象業者名
　(請負者)東京都千代田区西神田1丁目4番5号
　　　  　東光電気工事株式会社
　(代理人)沖縄県那覇市字天久762番14号クリアスビル1-B
          東光電気工事株式会社沖縄支店

ヒアリング内容　：　当学園契約事務取扱細則第１３条第３項第１号 a. に基づくヒアリング

積算内訳について、安価で積算できた根拠について説明を。

単価は適正であるか。

ケーブルや盤内の資材等の全ての価格は適正に積算を行っている。

停電が想定されるが安全対策は見込まれているか。

本工事建物に精通しており作業場所の状況は把握している。
本工事で必要な適切な安全対策を見込んでいる。

諸経費等は適切に積算されているか。

工期も適切に設定しており、適切に積算している。

手持ち工事状況を説明を。

10月20日現在、公共1件、OIST1件

現場施工体制について説明を。

現場に精通した下請業者を使う予定で、配置予定技術者もOISTの現場で実績のある者である。
主な下請け契約は、盤改造作業、配線工事等を予定している。
週末作業は、必要（停電）に応じて想定しており、その際の作業員確保に問題はない。
作業可能な時間帯の制約はあるが、効率化を図り短期間で施工を実施する予定である。


